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～　接 客 空 間 に つ い て の 意 識 特 性　～

〔(社) 日本家 政学 会

神 戸 山 手 女 子 短 大　 ○ 中 西　虞 弓　　 大 阪 教 育 大 学　 岸 本　幸 臣

目 的　 接 吝 空 間 は 公 室 構 成 に 大 き な 影 響 を 与 え る 要 因 で あ り 、 そ の 具 体 的 影 響 が 来 客 の

種 類 や 接 客 意 諏 に よ っ て 多 様 な こ と は 既 報池 通 り で あ る 、ま た そ の 特 性 の 整 理 は 、公 室 構 成

を 考 え る 際 の 重 要 な 課 題 で あ る 。 本 報 で は 接 客 空 間 に 関 わ る 意 識 特 性 の 考 察 を 試 み る 。

方 法　 上 記 の 課 題 を 解 明 す る た め に 女 子 短 大 生 の 家 庭 を 対 象 に 、 そ の 家 族（ 父 ・母 ・子 ）に

ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 内 容 と 方 法 は 前 報”と 同 じ で あ る 。

結 果　 （ 客 を 招 く 場 ） 家 族 生 活 に 一 定 の 緊 張 を 持 ち 込 む 改 ま っ た 客 は 、 家 の 外 で も て な

し た い と 考 え る 人 が 過 半 を 占 め る が 、 親 し い 客 に つ い て は 家 の 中 で と す る 人 が80 ％ 強 に 達

し て い る.    ( 接 客 室 評 価 ） 現 状 の 接 客 室 の 広 さ( 平 均　7 . 1畳 ）に つ い て6  0％ 弱 が 満 足 評 価 を

与 え て い る が 、 総 合 評 価 と し て の 満 足 度 は 過 半 を 切 っ て い る 、（ 接 客 室 の 決 定 権 ） 接 客 室

の 使 い 方 の 決 定 権 は 母 を 中 心 に 父 や 家 族 全 貝 が 関 わ る ケ ー ス が10 ％ 以 上 を 占 め 、 中 で も 母

が 主 た る 決 定 権 を も っ て い る ヶ-  ス は 約 ％ に 達 す る 。 こ れ は 住 宅 選 択 の 決 定 権 に 母 が 関 わ

る 率 の 低 さ に 比 べ る と 、 接 客 行 為 に 母 の 意 識 が 大 き く 影 響 し て い る こ と を 示 し て い る.    (

希 望 の 接 客 室 ） 接 客 室 の 希 望 室 数 は １ 室 が55 ％ で ２ 室 が30 ％ で あ る が 、 住 宅 全 体 の 希 望 室

数 と の 相 関 が み ら れ る 、 ま た 、 希 望 す る 接 客 室 面 積 の 平 均 は10.3 畳 で 、 現 状 よ り 約 ３ 畳 広

い 。 更､に 、 接 客 室 の 様 式 希 望 は 和 室 と 洋 室 と に ２ 分 し て お り 、 そ れ か ２ 室 志 向 の 背 景 と な

っ て い る.    ( 接 客 意 識 ） 接 客 室 は 独 立 志 向 は 強 い も の の 。 接 客 機 能 の 専 用 化 の 志 向 は 極 め

て 低 い 。 し か し 、 そ の 他 の 意 識 で は 保 守 的 反 応 も か な り 認 め ら れ た 。 こ れ ら の 接 客 意 識 と

住 宅 条 件 ・ 居 住 水 準 と の 関 わ り は さ ほ ど 明 確 で は な い 。
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意 識 の タ イ プ 化 と 背 景 要 因　～

大 阪 教 育 大 学　 ○ 岸 本　 幸 臣　　 神 戸 山 手 女 子 短 大　 中 西　 真 弓

目 的　 本 報 で は 家 族 員 に よ っ て 異 な る 接 客 空 間 の 意 識 が 現 実 の 接 客 対 応 時 に は 、 総 合 的

な 意 識 と し て 作 用 し て い る の か 否 か を 考 察 す る た め に 。 意 識 の 総 合 化 と 類 型 を 試 み る 。

方 法　 調 査 対 象 ・ 方 法 は 前 報 告 と 同 じ で あ る が 、 家 族 全 貝 の 回 答 か 揃 い 且 つ 不 明 回 答 を

含 ま な い254 票 を 本 報 の 考 察 対 象 と し た 。

結 果　 （ 接 客 意 識 の 類 型)  前 報 で ふ れ た 接 客 空 間 に 関 す る 意 識（5 項 目 ）の 父 ・母 一子 の ３

者 の 回 答 反 応 を 類 型 化 す る た め 、 多 変 量 解 析 を 試 み た 。 数 量 化Ill 類 で 得 ら れ た １ 軸 の 意 味

は 合 理 性 と 格 式 性 の 説 明 軸 と し て 、 ２ 軸 は 居 室 の 独 立 併 用 の 説 明 軸 と し て 捉 え る こ と が で

き る 、 １ 軸 に 対 し て は 親 世 代 、 ２ 軸 に つ い て は 子 世 代 の 反 応 か 拡 散 的 で あ る.    ( サ
　ッ ブ ル

の 類 型 ） 数 量 化Ill 類 に よ る １ 軸 の サ ン プ ル ・ ス コ ア ー を 変 数 に 、 サ ン プ ル の ク ラ ス タ- 分

析 を 試 み タ イ プA    （35.  8％ ）･    タ イ プB    （32.7 ％ ト タ イ プC    (31.9 ％ ）の ３ 類 型 を 抽 出 し た 。

（ 各 タ イ プ の 特 性 ） 基 本 属 性 と し て の 平 均 家 族 人 貝 を 比 較 す る と 、A    （4  . 5 人 ）・B    （4.  3 人 ）

C    （  . 5 人 ）と 各 タ イ プ 共 ほ ほ 類 似 し て い る 。 ま た 。居 住 地 を 都 市 化 度 別 に み る と 大 都 市 圏 内

居 住 者 の 率 は 、C    （59.0 ％ ）・A    （Al  .9%   ）・B    （39.0 ％ ）の 順 に 多 い 。 次 に 、 住 宅 条 件 で は 平 匍

室 数 か 、C   (5.5 室 ）・A    （6.  1室 卜B    （6.  5 室 ）と 順 次 拡 大 し て い る 。 こ の こ と は 、c タ イ プ に 分

譲 住 宅 と 借 家 居 住 者 が 多 く 、Ａ ・B    タ イ プ に 注 文 住 宅 が 多 い こ と と 関 わ っ て い る 、 接 客 室 の

平 均 面 積 はC    （6.  9 室 ）・A    （7.  2 室 〉・B    （7.  3 室 ）で あ り 、 各 タ イ プ に 独 自 な 背 景 が 見 ら れ る 。
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